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令和7年度 学校自己点検 自己評価報告

〈7領域における自己評価〉

分析方法

「A:そう思う」・・・4点

「B:ややそう思う」・・・3点

「C:あまりそう思わない」・・・2点

「D:そう思わない」・・・1点

無回答は平均値の分母から除外

回答数 教員８名

研究

教育理念・教育目的・目標

教育課程経営

教授・学習・評価課程

経営・管理課程入学・卒業・就職・進学

地域社会・国際交流
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教育理念・教育目的・目標

項目

1 教育理念・教育目的は、本校の教育上の特徴を示しており、かつ、法との整合性があるか。

2 教育理念・教育目的は、学生にとって学修の指針となるように具体的に明示され、実際に指針となっているか。

3 看護・教育・学生観について、教員の教育活動の指針となるように明示され、実際に指針となっているか。

4 本校の教育理念・教育目的が教育目標と一貫しているか。

5 教育内容の階層的関連性、配分の考え方が明示されているか。

6 教育内容は、設定した教育内容を網羅しており、かつ、卒業時の学生の到達度が明示されているか。

7
教育目標は、看護者としての能力を育成する側面と修学者としての成長を促すための側面から設定されている
か。

8 卒業後の継続教育の考え方を示した上で看護基礎教育として、教育目標を設定しているか。

平均値が4.0と前年度と同じ「Aそう思う」評価である
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育理念、教育目的・目標 

 平均値が 4.0 と前年度と同じ「A そう思う」評価である 

< 現状 > 

三草会は「あることの尊さのアプロ－チ(一緒に治る喜びを分かち合おう)」が基本理念である。

理念の核は「人間の尊厳」と「人間愛」である。 

本校はこの 2 つの精神を基盤とし「人間の尊厳と人間愛の精神が学生ひとりひとりに根付き、

変化し続ける社会の中で看護を実践できるための基礎的能力を養い、人々の健康と幸福な生活

の向上を目指し、保健・医療・福祉の中で社会に貢献できる専門職業人の育成を行う」として

いる。この理念は設置者の精神を反映しており、学生にとって学修の指針となるように明示さ

れており、教員の教育活動の実際の指針となっている。 

また、本校ではどのような看護師を育てたいか、つまり卒業時の教育目的から看護師像を明確

にして理念、目的が目標と一貫しており学校の特徴が反映されていると考える。 

< 課題 > 

評価にあたっては、本校の教育理念の核である「人間の尊厳」「人間愛」の精神が根付いて卒

業を迎えることができたのか、卒業時における学生の教育目的・目標の達成状況が指標とな

る。今年度 10 回生を迎え、評価の検討が必要となる。 

< 改善策 > 

教育理念・教育目的・目標は学生にとって学修の指針となることから、評価にあたっては、卒業

時における学生の達成状況が指針となる。本校のカリキュラム評価と開発の考え方を示し計画立

案し取り組む。教育の結果をどのように評価するかについての考え方、具体的な方法を示し、効

率的、効果的な評価計画を作成していく。今年 10 回生を迎え卒業生達の評価をどのようにして

捉えていくか、実施にあたっては評価委員を立ち上げ組織的に運行していく。 



三草会札幌看護専門学校

入学・卒業・就職・進学

項目

1 本校の教育理念・教育目的との一貫性から、入学選抜の考え方(選抜基準等)を明確にしているか。

2 入学後の成績の推移等、入学者の状況を分析し、選抜方法の妥当性を検証しているか。

3 入学希望者を確保するため、積極的な募集を行っているか。

4 卒業時の到達状況及び就業・進学状況を分析し、教育理念・教育目的との整合性を検証しているか。

5 卒業生の就業先での評価を把握するために就業先との情報交換や調査ができる体制を整えているか。

6 卒業生の活動状況を把握し、統計的に整理して、教育理念・教育目的、授業の展開に活用しているか。

平均値3.94と前年度3.92と同じ高い評価である
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Ⅴ.入学・卒業・就職・進学 

平均値 3.94 で前年度 3.92 と同じ高い評価である 

< 現状 >  

 就職進学支援の年間計画を立案し病院見学・インタ－ンシップ、就職ガイダンス、就職リハ－

サル等のガイダンスを計画的に実施している 担当教員は校長・教務主任・担任が(進路相談

教員)個別対応を随時行っている。 掲示板には、各施設からの紹介される見学会・インタ－

ンシップ日程表、就職試験日程表を掲示している。 

 オ－プンキヤンパス 4 回、高校訪問、進学相談会、高校相談会など本校の PR 活動は継続して

いる。今年度はオ－プンキャンパス参加学生が推薦入学者を占めている。 

  昨年度から取り組んだ中学生の総合学習の一環としての受け入れ及び地域住民へ一般学校開

放を実施する。一般開放は僅かの人の来校ではあったが「良かった」との言葉も聞かれ継続し

ていきたい。 

< 課題 > 

 1.卒業時の到達状況及び就職進学状況を分析していく 

2.入学者の選抜の考え方と教育理念・教育目的との一貫性、選抜の公平性、選抜方法の妥当性、

受験者増への取り組み 

3.広報活動への取り組み 

< 改善策 > 

1) 進路選択の状況と教育理念・教育目的との整合性 

2) 卒業時の看護実践能力及び卒業後の活動状況の評価 

3) 入学試験選抜内容の検討 

4) 広報活動の拡大 

徐々に入学受験生の減少が表れている。北海道の看護師不足が到来しており、養成校として

看護師の魅力、看護の素晴らしさなど地域に PR を広めていく。また、職業選択への導きと

して中学生と東区住民を対象に学校開放を行い令和 6 年度より PR 活動を拡大していく。 
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地域社会・国際交流

項目

1
社会との連携にむけて、地域のニーズを把握し看護教育活動を通して、地域社会への貢献を組織的に行ってい
るか。

2
本校の教育活動について地域社会のニーズを把握する手段、また地域社会へ情報を発信する手段をもち、かつ
発信しているか。

3 地域の特徴を把握し、地域内における諸資源を本校の学習・教育活動に取り入れているか。

4 国際的な視野を広げるための授業科目を設定しているか。

5 国際的な視野を広げるための自己学習に適した環境が整っているか。

平均値が3.68で前年度3.50と0.18ポイントあがっている
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Ⅵ.地域社会・国際交流 

平均値が 3.68 で前年度 3.50 と 0.18 ポイントあがっている。 

< 現状 > 

他の項目と比較すると低く特に国際交流は実施までには至っていない。 

町内会の活動としては、看護の日に町内会にある公園のゴミ拾いをボランティア活動として

年間計画として実施している。ホ－ムペ－ジではこれらをリアルタイムな情報発信を行って

いる。令和 4 年度(改正カリキュラム)より、地域・在宅看護論演習で地域へのフィルドワ－

クを実施している。昨年に続き地域社会との交流体制の一環で、地域住民への一般開放日を

設定し、健康相談、血圧測定をはじめ就労支援施設の施設の販売コ－ナ－を設置して実施し

た。学習環境では校内・図書室のパソコン利用が出来る設備をしている。専門書蔵書の 

拡大を図り図書室で学習できる環境を整えており、学生は活用している。 

< 課題 > 

関係福祉施設及び地域の福祉施設等のボランティア活動への奨励 

< 改善策 > 

学生を地域活動に参加させることで、将来看護学生になる自分たちが社会のニ－ズに応える

意識の高揚を引き続き図りたい。 

1)地域社会と交流するための体制(地域社会への貢献とニ－ズの把握 資源の活用) 

2)広報活動に情報発信の拡大 

3)国際交流のための体制(学生・教員の国際的視野を広げるためのシステム) 
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研究

項目

1 本校には研究に価値をおき研究活動を教員相互で支援し合う文化的素地があるか。

2 教員の研究活動を保障(時間的・財政的・環境的)しているか。

3 教員の研究活動を助言・検討する体制が整っているか。

平均値が3.75であり前年度3.33とポイントがあがっている
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Ⅶ.研究 

平均値が 3.75 で前年度 3.33 とポイントがあがっている。 

< 現状 > 

個人の研究活動までは至っていないが、自己研鑽のための研修・研究活動費は設けられてお

り、各専任教員の学会参加は継続されている。校内研修委員係を組織に位置付け授業研究、

模擬授業、授業評価、事例検討会、学会報告会の年間計画を立案し教員全員が実施し継続し、

「私の学校自慢」の優秀賞授与により日常の教育実践の意義を教員間で共有ができ、個々の

研究活動の糧になる事を期待したい。 

< 課題 > 

 3 項目すべてに「ややそう思う」3 名記載があった。 

< 改善策 > 

1) 教員の研究的姿勢の涵養 



三草会札幌看護専門学校

教育課程経営

項目
1 科目と単元の構成にあたって、明確な考え方と根拠があり、その考え方は教育理念・教育目的・教育目標と整合性があるか。

2 構成した科目は、本校の特徴を表しており、看護者の養成するのに妥当であるか。
3 単位履修の方法とその制約について、教員・学生の双方が解るようになっているか。
4 単位認定の基準及びその方法は、看護者に必要な学修を認めるものとして根拠があり、また、妥当であるか。
5 他の高等教育機関と単位互換が可能な体制を整えているか。
6 教育課程を評価する体系を整えているか。
7 教員の担当科目と担当時間数は、教員が専門性を発揮できるように配分されているか。
8 教員が授業準備のための時間をとれる体制を整えているか。
9 教員が自ら成長できるように自己研鑽のシステムを整えているか。
10 教員が相互に成長できるように相互研鑽のシステムを整えているか。
11 臨地実習施設は、本校の教育理念・教育目的・教育目標を理解しているか。
12 臨地実習施設は、学生の看護実践への学修を支援する体制を整えているか。
13 実習施設における学生の学びを保障するために臨地実習指導者と教員それぞれの役割を明確にしているか。
14 実習指導者と教員の協働体制を整えているか。
15 学生からケアを受ける対象の権利を尊重するための考え方を明示しているか。
16 対象の権利を尊重する考え方に基づいて、学生への指導を計画的に行っているか。
17 実習において学生が関係する事故を把握し、分析しているか。
18 学生に対する安全教育、安全対策を計画的に行っているか。

平均値が3.94で前年度3.84と0.1ポイントあがっている
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教授・学習(講義・演習・実習)・評価課程

項目

1 授業内容は、教育課程との関係において、学生のための授業内容として設定しているか。

2 授業内容のまとまりは、看護学の教育内容として妥当性のある内容となっているか。

3 授業内容と関連性において重複や整合性、発展性などが明確になっているか。

4 授業内容に応じた授業形態(講義・演習・実験・実習)を選択してるか。

5 授業展開に用いる指導技術(説明・発問・指示・演示・質問等)についての考え方を授業計画に明示しているか。

6 学生に対し効果的な教育・指導を行うために、教員間の協力体制を明確にしているか。

7 学生に対し効果的な教育・指導を行うために、実習指導者の協力体制を明確にしているか。

8 教員は、評価計画を立案、実施し、評価結果に基づいて、実際に授業を改善しているか。

9 学生に評価の方法について、特に単位認定のための評価基準と方法を公表しているか。

10 単位認定の評価は、公平性が保たれているか。

11 シラバスの提示や学習への指導は、本校全体として一貫性があるか。

12 シラバスの提示や学習への指導は、主体的な学習への動機づけと支援になっているか。

平均値が3.84と前年度3.98と0.14ポイント低下している
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経営・管理課程

項目
1 設置者と管理者の意志・指針についての考えが示されており、教職員はそれを理解しているか。

2 組織体制は、教育理念・教育目的を達成するために意思決定のシステムや権限、役割機能が明確になっているか。

3 組織構成員の意思の反映や決定事項を周知できるような体制を整えているか。
4 教職員は、本校がどのような財務基盤によって成り立っているかを理解しているか。
5 それぞれの観点から財政についての教職員の意見を経営・管理課程に反映できるようになっているか。
6 施設・設備は医療・看護の発展や学生層の変化に合わせて計画的に設備改善しているか。
7 教職員の倫理規定が明確になっているか。
8 教職員の資質の向上についての考え方と対策は、教育理念・教育目的の達成と整合性をもっているか。

9 学生及び教職員にとっての福利厚生の施設・設備は、学生生活や教職員の職務が円滑に遂行できるように設備されているか。

10 危機管理マニュアルを策定し、それに基づき防犯・防災(非難)訓練を行うなど、安全確保の体制を整えているか。

11 健康管理担当者を設置し、学生の健康管理を支援するための年間計画を立案・実施・評価を行っている。

12
学生が入学後に学修を継続できる支援体制を多角的、かつ学生が活用しやすいように整え、実際に学生生活の支援になって
いるか。

13 教育・学習活動に関する関係者(保護者等)へ情報提供を行うことによって、その協力支援を得ているか。

14
広報活動は、看護者を養成する機関として、その存在を十分にアピールし、かつ社会的説明責任を果たす内容と方法になっ
ているか。

15
本校の運営においては、設置者の将来構想の下に運営の中期・短期計画、年間計画を立案し、実施・評価をおこなっている
か

16 自己点検・自己評価の体制を整え、学校評価として運用しているか。

17
評価機能は、カリキュラム運営、授業実践にフィードバックし、教育理念、教育目的、教育目標を維持改善するものとなっ
ているか。

平均値が3.96と前年度と同じ評価となっている


